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【公表番号】特表2001-521270(P2001-521270A)
【公表日】平成13年11月6日(2001.11.6)
【出願番号】特願2000-517454(P2000-517454)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/90     (2006.01)
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   Ｂ０１Ｊ  35/12     (2006.01)
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   Ｈ０１Ｍ   4/88     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/92     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   4/90    　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｊ  13/00    　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｊ  31/28    　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ  35/12    　　　　
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   Ｈ０１Ｍ   4/88    　　　Ｋ
   Ｈ０１Ｍ   4/92    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   8/10    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年3月1日(2010.3.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　触媒の製造法であって、
ａ）白金化合物一種またはそれ以上および所望の場合Ｒｈ、Ｒｕ、ＩｒまたはＰｄの一種
またはそれ以上の化合物と還元剤との反応により金属コロイド溶液を調製する、ここで、
少なくとも一種のカチオン交換ポリマーを金属コロイド溶液の安定化のために使用する
ｂ）工程ａ）により得られた溶液と微細に分散させた担体とを接触させる、そして
ｃ）濾過または遠心分離により触媒を分離する
各工程を含み、カチオン交換ポリマーが、スルホン化ポリアリールエーテルケトン類、ス
ルホン化ポリエーテルスルホン類、スルホン化ポリフェニレンスルフィド類およびスルホ
ン化アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンコポリマー類（ＡＢＳ）からなる群から選
択され、前記還元剤との反応による還元を前記カチオン交換ポリマーの存在下で行うか、
または前記還元工程後に、前記カチオン交換ポリマーを前記溶液に加える前記触媒の製造
法。
　　【請求項２】　前記還元剤との反応による還元を、水、水と少なくとも一種の水混和
性有機溶媒との混合物中でまたは有機溶媒中で水の不存在下で行う請求項１に記載の方法
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。
　　【請求項３】　前記使用する白金化合物が水溶性化合物である請求項１または２に記
載の方法。
　　【請求項４】　溶媒を基準とした前記Ｐｔ化合物または前記Ｐｔと前記Ｒｈ、Ｉｒ、
Ｒｕおよび／もしくはＰｄとの化合物の濃度が０．１～１００ｇ／ｌの溶媒である請求項
１～３のいずれかに記載の方法。
　　【請求項５】　前記使用するカチオン交換ポリマーのイオン交換容量が０．５～５ｍ
ｅｑ／ｇである請求項１～４のいずれかに記載の方法。
　　【請求項６】　前記スルホン化カチオン交換ポリマーのスルホン化度が２０～９５％
である請求項５に記載の方法。
　　【請求項７】　前記使用する還元剤が、水素化ホウ素ナトリウム、水素、ヒドロキシ
メタンスルフィン酸ナトリウム塩、または一価アルコールもしくは二価アルコールである
請求項１～６のいずれかに記載の方法。
　　【請求項８】　前記使用する還元剤がヒドロキシメタンスルフィン酸ナトリウム塩で
ある請求項７に記載の方法。
　　【請求項９】　前記金属コロイドの製造を０～２００℃の範囲内の温度で行う請求項
１～８のいずれかに記載の方法。
　　【請求項１０】　前記カチオン交換ポリマーで安定化した金属コロイド溶液を、ａ）
工程およびｂ）工程の間で精製または濃縮する請求項１～９のいずれかに記載の方法。
　　【請求項１１】　請求項１に記載の方法により得ることのできる微細に分散された担
体及び金属コロイドを含む触媒であって、一種以上の白金化合物および所望の場合Ｒｈ、
Ｒｕ、ＩｒまたはＰｄの一種またはそれ以上の化合物を含み、前記金属コロイドがカチオ
ン交換ポリマーにより安定化され、当該カチオン交換ポリマーがスルホン化ポリアリール
エーテルケトン類、スルホン化ポリエーテルスルホン類、スルホン化ポリフェニレンスル
フィド類、およびスルホン化アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンコポリマー類（Ａ
ＢＳ）からなる群から選択される、前記触媒。
　　【請求項１２】　前記使用するカチオン交換ポリマーのイオン交換容量が０．５～５
ｍｅｑ／ｇである請求項１１に記載の触媒。
　　【請求項１３】　前記金属コロイドの水に対する溶解度が金属の濃度を基準に少なく
とも５０ｇ／ｌである請求項１１または１２に記載の触媒。
　　【請求項１４】　前記微細に分散された担体が炭素、とくにカーボンブラックまたは
グラファイトを含む請求項１１に記載の触媒。
　　【請求項１５】　燃料電池または電気分解セルのための請求項１１～１４のいずれか
に記載の触媒の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　本発明の金属コロイドは、特に燃料電池用の触媒として適している。この目的のため、
例えば、微細に分散させた担体、例えば、炭素、カーボンブラックまたはグラファイトが
本発明の金属コロイド溶液と接触し、当該触媒が濾過や遠心分離のようなそれ自身公知の
方法で液相から分離される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】



(3) JP 2001-521270 A5 2010.4.15

　　【実施例】
　（実施例１）
　２リットルのコニカルフラスコ中に５７０ｍｌの脱イオン水、３０ｇの５％濃度のスル
ホン化Hostatec（登録商標）（ポリエーテルケトン(PEEKK)、分子量Mn:約40,000、製造者
Hoechst AG, Frankfurt am Main；スルホン化度：６５％）のＮ－メチルピロリドン溶液
および２．５０ｇ（約５ミリモル）のヘキサクロロ白金（ＩＶ）酸水和物（白金含量：約
４０％）を入れた。５％濃度のアンモニア溶液を、ｐＨが７．０に達するまで滴加した。
次いで、９０～９５℃で激しく撹拌しながら、２０ｍｌ脱イオン水に２．５０ｇ（２１ミ
リモル）のヒドロキシメタンスルフィン酸ナトリウム塩(Rongalit)を溶解させた溶液を加
えた。溶液は短時間明るい色になり、次いで暗赤褐色になった。室温で１５時間放置し、
その後、得られたヒドロゾルをＧ４ガラスフリットを通して濾過し、濾液を７５０ｍｌの
アセトンと混合し、５分間撹拌し、形成した沈殿を３時間かけて沈降させた。上澄み液の
殆どをデカントで除き、残りを１５分間７，０００ｒｐｍで遠心分離した。デカンテーシ
ョンおよび遠心分離からの上澄み液を５００ｍｌのアセトンと混合し、遠心分離した。こ
れら２回の遠心分離残査を合わせ、３０ｍｌの脱イオン水に溶解させ、９０ｍｌのアセト
ンを添加することにより沈殿をさせ、再度遠心分離した。得られた湿った残査を水に溶解
させ２０ｇを得た。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　（実施例２）
　２リットルのコニカルフラスコ中に５００ｍｌの脱イオン水、５０ｇの２％濃度のスル
ホン化Hostatec（登録商標）（ポリエーテルケトンケトン(PEEKK)、分子量Mn:約40,000、
製造者Hoechst AG, Frankfurt am Main；スルホン化度：７４．２％）のＮ－メチルピロ
リドン溶液および２．５０ｇ（約５ミリモル）のヘキサクロロ白金（ＩＶ）酸水和物（白
金含量：約４０％）を入れた。５％濃度のアンモニア溶液を、ｐＨが７．０に達するまで
滴加した。次いで、９０～９５℃で激しく撹拌しながら、２０ｍｌ脱イオン水に２．５０
ｇ（２１ミリモル）のヒドロキシメタンスルフィン酸ナトリウム塩(Rongalit)を溶解させ
た溶液を加えた。溶液は短時間明るい色になり、次いで暗赤褐色になった。室温で２０時
間放置し、次いで、ゾルを６００ｍｌのアセトンと混合し、５分間撹拌し、形成した沈殿
を４時間かけて沈降させた。上澄み液の殆どをデカントで除き、残りを１５分間７，００
０ｒｐｍで遠心分離した。遠心分離残査を５０ｍｌの脱イオン水に溶解させ、１００ｍｌ
のアセトンを添加することにより沈殿をさせ、再度遠心分離した。得られた湿った残査を
４０ｍｌの水に溶解させ、１０ｇのＮ－メチルピロリドンの添加後、２０ｇに濃縮した。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
　（実施例３）
　２リットルのコニカルフラスコ中に５００ｍｌの脱イオン水および１７０ｇのＮ－メチ
ルピロリドンを入れた。５０ｇの２％濃度のスルホン化Victrex（登録商標）（ポリエー
テルエーテルケトン(PEEK)、分子量Mn:約80,000、製造者：ICI；スルホン化度：５０．７
％）Ｎ－メチルピロリドン溶液および２．５０ｇ（約５ミリモル）のヘキサクロロ白金（
ＩＶ）酸水和物（白金含量：約４０％）を加え、次いで、５％濃度のアンモニア溶液を、
ｐＨが７．０に達するまで滴加した。次いで、９０～９５℃で激しく撹拌しながら、２０
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ｍｌ脱イオン水に２．５０ｇ（２１ミリモル）のヒドロキシメタンスルフィン酸ナトリウ
ム塩(Rongalit：登録商標)を溶解させた溶液を加えた。溶液は短時間明るい色になり、次
いで暗赤褐色になった。室温に冷却し、２０時間放置し、次いで、ゾルを６００ｍｌのア
セトンと混合し、５分間撹拌し、形成した沈殿を４時間かけて沈降させた。上澄み液の殆
どをデカントで除き、残りを１５分間７，０００ｒｐｍで遠心分離した。遠心分離残査を
５０ｍｌの脱イオン水に溶解させ、１００ｍｌのアセトンを添加することにより沈殿をさ
せ、再度遠心分離した。得られた湿った残査を４０ｍｌの水に溶解させ、１０ｇのＮ－メ
チルピロリドンを加えた後、２０ｇに濃縮した。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　（比較例４）
　２リットルのコニカルフラスコ中に５００ｍｌの脱イオン水を入れた。５０ｇの２％濃
度のNafion（登録商標）117のＮ－メチルピロリドン溶液（Nafion 117はE. I. DuPont de
 Nemours から商業的に入手できる過フッ素化カチオン－交換膜である。１．９４ｇのNaf
ion（登録商標）117片を撹拌しながら１００ｇのＮ－メチルピロリドン中で１６時間１９
０～１９５℃で加熱し、得られた溶液を減圧下で蒸発させ乾燥させた。残査（１ｇ）を５
０ｇのＮ－メチルピロリドンに溶解させた。）および１．００ｇ（約２ミリモル）のヘキ
サクロロ白金（ＩＶ）酸水和物（白金含量：約４０％）を加え、次いで、５％濃度のアン
モニア溶液を、ｐＨが７．０に達するまで滴加した。次いで、９０～９５℃で激しく撹拌
しながら、２０ｍｌ脱イオン水に１．００ｇ（８．５ミリモル）のヒドロキシメタンスル
フィン酸ナトリウム塩(Rongalit：登録商標)を溶解させた溶液を加えた。溶液は短時間明
るい色になり、次いで暗赤褐色になった。室温に冷却し、２０時間放置し、次いで、ヒド
ロゾルを６００ｍｌのアセトンと混合し、５分間撹拌し、形成した沈殿を３時間かけて沈
降させた。上澄み液の殆どをデカントで除き、残りを１５分間７，０００ｒｐｍで遠心分
離した。遠心分離残査を真空デシケーター中の濃硫酸上で乾燥させた。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　（比較例５）
　２リットルのコニカルフラスコ中に５００ｍｌの脱イオン水を入れた。１．００ｇ（約
２ミリモル）のヘキサクロロ白金（ＩＶ）酸水和物（白金含量：約４０％）を加え、次い
で、５％濃度のアンモニア溶液を、ｐＨが７．０に達するまで滴加した。次いで、９０～
９５℃で激しく撹拌しながら、２．０ｇの５％濃度のNafion過フッ素化カチオン－交換粉
末の水と低級脂肪酸アルコールとの混合物中の溶液（Aldrich-Chemie GmbH & Co KG, D-8
9552 Steinheimから調達）および次いで２０ｍｌ脱イオン水に１．００ｇ（８．５ミリモ
ル）のヒドロキシメタンスルフィン酸ナトリウム塩(Rongalit：登録商標)を溶解させた溶
液を加えた。溶液は短時間明るい色になり、次いで暗赤褐色になった。室温に冷却し、６
時間放置し、次いで、ヒドロゾルを１０００ｍｌのアセトンと混合し、５分間撹拌し、形
成した沈殿を１５時間かけて沈降させた。上澄み液の殆どをデカントで除き、残りを１５
分間７，０００ｒｐｍで遠心分離した。遠心分離残査を水中にすべて溶解させ、１０．０
ｇの赤褐色ゾルを得た。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
　（実施例６）
　１リットルのコニカルフラスコ中に５００ｍｌの脱イオン水を入れた。２．００ｇ（約
４ミリモル）のヘキサクロロ白金（ＩＶ）酸水和物（白金含量：約４０％）、０．４０ｇ
（約０．８ミリモル）ヘキサクロロイリジウム（ＩＶ）酸水和物および１０ｇの５％濃度
のスルホン化Victrex（登録商標、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）分子量Ｍｎ
：約８０，０００、製造者：ＩＣＩ；スルホン化度：５０．７％）のＮ－メチルピロリド
ン溶液を加えた。ｐＨが７．０に達するまで、この溶液を５％濃度のアンモニア溶液と混
合した。９５～９８℃で激しく撹拌しながら、２０ｍｌ脱イオン水に１．７７ｇ（約１５
ミリモル）のヒドロキシメタンスルフィン酸ナトリウム塩(Rongalit：登録商標)を溶解さ
せた溶液を加えた。溶液は短時間明るい色になり、次いで暗赤褐色になった。室温に冷却
し、２０時間放置し、次いで、形成したヒドロゾルを４リットルガラスビーカー中の３５
００ｍｌのアセトンと混合し、５分間撹拌し、形成した沈殿を２０時間かけて沈降させた
。上澄み液の殆どをデカントで除き、残りを１５分間７，０００ｒｐｍで遠心分離した。
遠心分離残査を１００ｍｌの水に溶解させ、１５０ｍｌのアセトンの添加により再沈殿を
起こし遠心分離した。残査を水に溶解し２０ｇにした。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　（実施例７）
　１リットルのコニカルフラスコ中に５００ｍｌの脱イオン水を入れた。２．００ｇ（約
４ミリモル）のヘキサクロロ白金（ＩＶ）酸水和物（白金含量：約４０％）、０．３０ｇ
（約１ミリモル）ルーテニウム（ＩＩＩ）クロリド水和物および１０ｇの５％濃度のスル
ホン化Victrex（登録商標、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）分子量Ｍｎ：約８
０，０００、製造者：ＩＣＩ；スルホン化度：５０．７％）のＮ－メチルピロリドン溶液
を加えた。ｐＨが７．０に達するまで、この溶液を５％濃度のアンモニア溶液と混合した
。９５～９８℃で激しく撹拌しながら、２０ｍｌ脱イオン水中に１．７７ｇ（約１５ミリ
モル）のヒドロキシメタンスルフィン酸ナトリウム塩(Rongalit：登録商標)を溶解させた
溶液を加えた。溶液は短時間明るい色になり、次いで暗赤褐色になった。室温に冷却し、
２０時間放置し、次いで、形成したヒドロゾルを４リットルガラスビーカー中の３０００
ｍｌのアセトンと混合し、５分間撹拌し、形成した沈殿を５時間かけて沈降させた。上澄
み液の殆どをデカントで除き、残りを１５分間７，０００ｒｐｍで遠心分離した。遠心分
離残査を１００ｍｌの水に溶解させ、１５０ｍｌのアセトンの添加により再沈殿を起こし
遠心分離した。残査を水に溶解し２０．０ｇにした。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７７】
　（比較例９）
　実施例８中の手順と同じだった。２．００ｇのVulcan XC 72Rを２０ｍｌの水および５
ｍｌのメタノール中に懸濁させた。回転を継続しながら、保護コロイドとして過フッ素化
カチオン－交換樹脂を使用して比較例５に記載したとおりにして調製した６．７ｇのNafi
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on－安定化白金ゾルを１時間にわたって２０～２５℃でこの懸濁物中にポンピングした。
さらに２時間懸濁物を回転させ、次いで、遠心分離した。遠心分離残査を真空デシケータ
ー中の濃硫酸上で乾燥した。得られた重量は２．２０ｇだった。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８３】
　（比較例１３）
　実施例８に類似の方法を使用して固定化を行った。使用した担体材料は、ポリベンズイ
ミダゾールの溶液で予め処理したVulcan XC 72R（製造者：Cabot B. V., Rozenburg, Net
herland）２．００ｇだった。比較例５に記載したとおりにして製造した６．６ｇ（約０
．３３ｇの白金、安定剤：Nafion：登録商標）のゾル濃縮物を使用した。得られた重量は
１．６８ｇだった。
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